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■事務事業の概要（実施内容）

■事務事業の業績・推移（目標・実績）

■事務事業に係るコストの業績（目標・実績）

Ａ

Ｂ

人

備考
平成21年4月1日現在
人口41,778人
平成22年4月1日現在
人口41,507人

活動指標１単位当たりコスト 10,989 11,392
市民一人あたりのコスト 941 916

Ａ　　＋　　Ｂ 39,637,326 38,037,608 0
単
位
コ
ス
ト

活動指標の説明
全体コストを年度内バス券
保有件数3607で割りまし
た

全体コストを年度内バス券
保有件数3339で割りまし
た

職員平均人件費① 6,373,262 5,376,083
従事した割合② 0.1 0.1

人件費　① × ② 637,326 537,608 0

利用者負担 0 0

37,500,000
財
源
内
訳

国県支出金 0 0
地方債 0 0

全
体
コ
ス
ト
（

円
）

関
連
事
業
費

直接事業費 39,000,000 37,500,000 0

一般財源 39,000,000 37,500,000

（単位：円）
２1年度決算 ２2年度決算 ２3年度決算 ２2年度予算

実績

計画

紛失・流失などで再交付申
請があった件数実績 52 52

再交付件数 人
計画

２回目以降の申請件数
実績 443 488

実績 233 254

更新件数 人
計画

Ｈ２4 指標の説明

新規件数 人
計画 満７０歳になってはじ

めて申請した人数

活
動
実
績
・
参
考
と
な
る
指
標

指標名 単位 Ｈ21 H22 Ｈ２3

実　績 3,607 3,339

達成度

人

目　標 7,857 7,922 8,400

単位 Ｈ２1 Ｈ２2 Ｈ２3 Ｈ２4
将来目標

（年度：平成）
成
果
指
標

指標名 指標の説明
指標化できない成果実績（過去５年間における申請件数）に対す

る目標数(満７０歳以上の高齢者数)を達成率
とする。

各年度末における過去５年間の保有件数／各
年度当初の満７０歳以上の高齢者数。

45.9% 42.1%

事業の内容
（内容・手法等）

（どういった仕事の内容で、どのような手法・手順で実施しているか）

満７０歳以上の高齢者に市バスを無料で利用してもらう。申請書には一年以内に撮影した写真と保険証や運転免許証など
の身分証明書を添付してもらう。

事業の背景
（経緯等）

（事業開始の背景やこれまでの経緯）

昭和４６年に小松島市社会福祉憲章条例が施行され、昭和４９年より本事業が開始となる。

事業の対象

（誰の、何のために事業を実施するのか）

市内に住所を有する７０歳以上の者とする。

事業の目的
（意図）

（事業実施によってどういう状態にしたいのか）

高齢者の日常生活における利便性の向上、社会参加の促進を図り、高齢者ドライバーの交通事故抑止に繋げるため。

老人福祉総務費 事業 社会福祉憲章条例事業

開 始 年 度 昭和 49 年度 根拠法令・要綱等 小松島市社会福祉憲章条例１４条に基づく

事業の実施主体 市（委託・補助事業含む） 事 業 区 分 経常事業

事業予算費目
款 民生費 項 老人福祉費

目

①その人がその人らしく住める地域社会 内 線 等
小項目 ２．すべての中高齢者参加できる利用しやすい健康づくり・介護予防体系の構築 E-mail

事務事業名
社会福祉憲章条例事業

（老人等無料バス優待事業）
担当課係

市民生活課
生活支援係

総 合 計 画 上
の 位 置 付 け

大項目 ２．「安心」のまちづくり 記入担当者
中項目

平成22年度小松島市事務事業評価シート

■事業の位置づけ（基本事項） 整理番号 5 1 14



■事業を取り巻く環境

■項目別評価・今後の課題

①

○ ②

③

④

①

○ ②

③

④

①

②

○ ③

④

①

②

○ ③

④

①

○ ②

③

④

■一次評価（評価点は目安とし、総合的な評価をすること）

1
2
3
4
5
6
7

■改善・効率化・見直しの方向性　※一次評価の判定が３・４の時は、必ず記入すること。
【具体的な改善等取組内容（方向性・対象・手段等について記述】

■二次評価（所管担当の一次評価を、総合評価し判定すること）
1
2
3
4
5
6
7

終 期 設 定 し 終 了

休 止

廃 止

今後は運輸課と協議し、利用実態を反映させる算定方法があるのであれば協議、検討し、委託料の積算根拠の透明
性の向上に努めていきたい。又、同じ市民でバスルートの有無による利用格差の改善や市内コミュニティバス等の
導入を検討し、今後も運輸課と連携し、乗降調査等を実施し、高齢者の社会参加を促進していきたい。

評　　価 事
務
事
業
の
方
向
性

拡 充 す る

判
定
説
明

高齢者社会福祉の理念に基づき事業を継続すべきであり、議会からも
必要性・継続性は非常に高いものである。また、委託料の算定方式の
見直しにより乗車実態に即した乗降調査に基づく算定方式に改善して
います。今後も高齢者の社会参加を促進していきたい。

現 状 の ま ま 継 続 す る

3

改 善 ・ 効 率 化 し 継 続

見 直 し の 上 縮 小 す る

53

見 直 し の 上 縮 小 す る 40 ～ 49 点

3
終 期 設 定 し 終 了 30 ～ 39 点

休 止 20 ～ 29 点

廃 止 19 点 以 下

現 状 の ま ま 継 続 す る 60 ～ 79 点

3

改 善 ・ 効 率 化 し 継 続 50 ～ 59 点 評価点

今後の課題

車社会にあって、車を運転できない高齢者等の移動手段を確保できなければならない。
小松島市の将来あるべき姿を提示し、地域住民や関係機関との調整役として主導的または主体的役割を果たさな
ければならない。
バス優待券の利用頻度を高めていただくためにも、広報等で周知していただく。

評 価 事
務
事
業
の
方
向
性

拡 充 す る 80 点 以 上 評価点による
判 定 判

定
に
至
っ

た
理
由

小松島市社会福祉憲章条例にもあるように、
市民生活の安定と住民福祉の向上を図るた
め、本事業は継続して実施する。

成　果
（目的の達成状況）

成果が上がっている

新規申請件数及び更新件数も増えており、今後も広報こまつしまと
徳島新聞の火曜日欄に事業の内容を掲載する。

どちらかといえば上がっている

どちらかといえば上がっていない

成果は上がっていない

継続することが望ましいため緊急に尚一層のコスト削減に取り組む
べきである。

比較的緊急性がある

緊急性が低い

緊急性はない

非効率的

緊急性
（他事業に優先し、実施する必
要があるか）

緊急性が高い

効率性
（事業の手法は効率よいが、コ
スト削減の余地はないか）

効率的である
乗降調査の結果を踏まえて、２２年度は事業費を,1500,000円削減
した。

どちらかといえば効率的

どちらかといえば非効率的

妥当性
（市で行わなければならない
か）

市が行わないといけない

高齢者福祉の理念から市の責務であると思われる。
どちらかといえば市で実施

必然性が低い

必然性がない

どちらかといえば必要性がある

必要性が低い

必要性がない

評価項目 評価結果（該当にチェック）
判断理由・評価コメント
（具体的に記入すること）

必要性
（市民ニーズ）

必要性が高い
無料優待事業がなくなってしまうくらいなら、一部有料化もやむを
得ないという市民の声や、高齢化社会の中で日常生活における移動
の確保や病院へのアクセスが容易になればそれだけ利用者も増える
ことが期待できる。

国・県・他団体の動向や
環境変化と今後の予測

（社会状況、法改正、規制緩和、周辺の状況等や今後の予測）

鳴門市においては、２０１３年度末を目処にバス事業を廃止する方針をうちだしており、また徳島市においても全２０路線の
うち、１０路線を市交通局から切り離して民間委託を検討する計画である。各地で鉄道や路線バスの廃止の動きが見られる。
また市町村合併により広大な市域を公共交通機関がカバーしきれない問題も浮上している。

事業に対する住民の意見

（意識調査・議会質疑等、事業に対する期待・要望・苦情など）

無料でバスを利用できるので大変ありがたい。しかし、市の財政状況を考えたら、一部有料化もやむを得ないとの意見がよく
あった。乗降調査によると全乗客の概ね４割が優待券を利用しておりますが、バス券保有者の利用状況では、２４％の減と
なっている。


